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（３）３０カラーズプロジェクト（事前協議調書） 

 

現  状

課  題 

価値観やニーズの多様化に伴い、下田の多様な魅力を活かした観光ソフトの開発や普及が

求められているが、本市の多様な魅力の掘り起こしや情報発信が不十分である。 

目  的 

 本市の多様な魅力を掘り起こし、ニーズごとにリーフレットを作成し、魅力を視覚化すると

ともに、ユーザーの要望に応じた情報を提供し、下田で快適に楽しく過ごすための観光スタイ

ルを確立することを目的とする。 

事業概要 

予  算 

１ 下田30カラーズブラッシュアップ事業 

 ○既存リーフレットのブラッシュアップ、増刷、新規リーフレットの作成 

○リーフレットをブラッシュアップするためのモニターツアーの実施 

 ○タクシー会社と共同で新たなコースを設定、モニタリング、商品化 

  ○市民対象の企画ツアーの実施、ワークショップの開催、企画内容の再構築 

 

２ 下田30カラーズ人材育成事業 

 ○ユーザーを案内できるコンシェルジュの育成 

  ○タクシー運転手を観光ガイドとして育成 

  ○おもてなしプログラムとの連携 

 

３ 下田30カラーズスーベニア事業 

  ○下田30カラーズブランド商品の共同開発（パッケージデザイン、販売手法検討） 

  ○リーフレットの作成、販売、ネット販売 

 

４ 下田30カラーズ情報発信事業 

  ○下田30Webの構築（動画作成、YOUTUBE配信、新企画の紹介、Facebookの活用） 

  ○下田30カラーズ総合案内誌の発行 

  ○エージェントとのコラボレーション商品の開発 

 

５ 概算事業費（観光協会着手済事業のため全体事業予算のみ記載） 

                                （単位：千円） 

 事 業 内 容 事業費 

ブラッシュアップ 

人材育成 

ﾘｰﾌﾚｯﾄ3,000千、ﾓﾆﾀｰﾂｱｰ2,700千、広報ﾊﾟﾝﾌ700千、 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ300千 

6,700 

スーベニア 商品開発1,000千、ﾘｰﾌﾚｯﾄ400千、ﾈｯﾄ販売ﾌｫｰﾑ200千  1,600 

情報発信 動画作成200千、Web300千、総合案内誌200千 他 1,700 

事業費計 10,000 
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事業費 １０，０００千円 

実施期間 平成２５年４月～ 

その他 他のプロジェクトと連携し、まち全体のブランドイメージの創出に努める。 

実施体制 

 

 

下田市観光下田市観光下田市観光下田市観光まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり推進本部推進本部推進本部推進本部    

下田市長、観光協会長、商工会議所会頭 

伊豆漁協組合長、ＪＡ伊豆太陽組合長 

事務局（下田市観光交流課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

・３０カラーズ 

  下田の魅力を旅のニーズに合わせて、３０種類のテーマに編集されたリーフレット。 

・ブラッシュアップ 

  一定のレベルに達した状態から、さらにみがきをかけること。 

・コンシェルジュ 

  特定の分野や地域情報などを紹介・案内する人。 

・スーベニア 

  おみやげ。記念品。 

・コラボレーション 

  異なる分野の人や団体が協力して製作すること。共同制作。共同事業。 

 

 

下田３０カラーズプロジェクト 

 

下田市観光協会（事務局） 
下田ハッピープロジェクト（２名） 
下田市ビッグシャワー実行委員会 
下田温泉旅館協同組合 
下田市観光交流課 

      
 

下田市観光下田市観光下田市観光下田市観光まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり連携連携連携連携推進幹事会推進幹事会推進幹事会推進幹事会    

 

観光協会、商工会議所、伊豆漁協、ＪＡ伊豆太陽 

下田市（産業振興課、観光交流課） 


